
学術会議のPIC対応について： 

・ 以下の取り組みについては、2010 年９月 21 日の極地研データマネージメント委員会、

並びに 2010 年 11 月 14 日の IPY 対応小委員会にて、基本方針が承認されている。 
・ PIC 登録のためのデジタルバッチ(digital badge)の取り付け方法や PIC cloud への登録

について、GCMD 担当者と詳細を検討した。その結果、 
・ A) に関連して、GCMD/AMD 内の既登録のメタデータについては、自動的にすべての

データについて”CCBy Attribution License “（PIC, CODATA 推薦）のライセンスバッチ

付けを依頼し、取り付け作業が終了した（2010 年 11 月）。我が国の関係する複数の

GCMD 内のポータル（AMD_JP, Arctic_JP, 及び IPY）の全てに対して実施済みである。 
・ 極域に関連した他のサーバ、データ web サイトについては、各管理者へ PIC バッチ付

け作業についての詳細を連絡し、取り付け作業を依頼する（手順様式１）。 
・ B)については、SCADM の WG-Task 1.3 (focus on data services)へ参加し（中国・韓

国も同じグループ）、今後各種の（メタ）データの交換・シェアリングを目的とした OGC 
Web Mapping Service のポータル導入を検討する。これは、極地研のメタデータポー

タルサーバを平成 22 年度に更新することで現在対応している。 
・ C) PIC cloud への対応（＝PIC リポジトリー・ポータルサーバへのメタデータ登録）に

ついては、A)と同様に各管理者へ詳細を連絡し、取り付け作業を依頼する（手順様式２）。 
http://piccloud.arcs.org.au/piccloud/ 

 

 

（PIC cloud （PIC ポータルサーバ）のしくみ） 
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http://piccloud.arcs.org.au/piccloud/


（PIC バッチの取り付けイメージ） 

 

 2010 年末現在において、NASA/GCMD 内の我が国の全メタデータ（AMD_JP ポータル内、計

212 件；IPY ポータル内、計 142 件）については、PIC バッチ取り付けを実施済みである。 
 以下に、バッチ取り付け後のメタデータの例を示す。 

5 


